
９
月

日
、
鶴
岡
市
議

25

会
９
月
定
例
会
が
閉
会
し

た
。９

月
議
会
に
は
、
平
成

年
度
会
計
決
算
の
認
定

25及
び
平
成

年
度
一
般
会

26

計
、
国
民
健
康
保
険
、
介

護
保
険
、
公
共
下
水
道
の

各
特
別
会
計
の
補
正
予

算
、
い
じ
め
防
止
対
策
推

進
条
例
、
子
ど
も
子
育
て

新
法
に
基
づ
く
条
例
制
定

議
案
な
ど

の
条
例
議
案

15

が
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も

原
案
通
り
可
決
・
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

黒
字
の
中
で
行
革
強
行

市
民
負
担
軽
減
せ
ず

決
算
の
認
定
に
つ
い

て
、
日
本
共
産
党
市
議
団

は
、
一
般
会
計
、
国
民
健

康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
、
介
護
保
険
の
各

特
別
会
計
に
反
対
し
ま
し

た
。反

対
討
論
で
は
「
平
成

年
度
決
算
は
実
質
収
支

25
億
円
、
実
質
単
年
度
収

42支
で
６
億
円
を
超
え
る
黒

字
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
公
報
発
行

回
数
減
、
羽
前
大
山
駅
の

無
人
化
、
泉
幼
稚
園
の
廃

止
、
藤
島
の
学
校
給
食
の

民
営
化
、
朝
日
地
域
の
４

つ
の
保
育
園
が
統
合
さ
れ

民
営
化
、
農
産
物
認
定
認

証
制
度
の
縮
減
化
な
ど
１

億
３
５
０
０
万
円
の
行
革

を
進
め
る
一
方
、
バ
イ
オ

研
究
補
助
金
３
億
５
千
万

円
は
聖
域
化
さ
れ
た
。

国
保
税
は
、
医
療
分
が

１
人
当
た
り
１
万
５
８
０

円
、

・
３
％
引
き
上
げ

14

ら
れ
、
５
年
ぶ
り
に
単
年

度
黒
字
を
確
保
し
た
が
、

所
得
の
１
割
を
超
え
る
国

保
税
は
明
ら
か
に
社
会
的

不
公
平
で
あ
り
異
常
だ
。

一
般
会
計
の
法
定
外
繰
入

れ
に
よ
る
減
税
に
よ
っ
て

負
担
の
公
平
に
近
づ
け
る

こ
と
こ
そ
必
要
だ
。

本
市
の
介
護
保
険
料

は
、
基
準
額
で
年
額
６
万

４
６
０
０
円
と
県
内

市
13

で
一
番
高
い
保
険
料
で
、

合
併
前
と
比
べ
約
２
倍
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

入
所
待
機
者
が
約
１
４
０

０
名
と
、
合
併
時
の
３
倍

に
急
増
し
て
い
る
。
」
と
、

黒
字
の
中
で
行
革
を
強
行

す
る
一
方
、
市
民
負
担
を

軽
減
し
よ
う
と
し
な
い
当

局
の
市
政
運
営
を
批
判
し

ま
し
た
。

軽
自
動
車
税
増
税
な

ど
市
民
負
担
増
に
反
対

条
例
で
は
、
軽
自
動
車

税
の
引
き
上
げ
、
地
区
公

民
館
廃
止
と
コ
ミ
セ
ン

化
、
交
通
災
害
共
済
の
廃

止
、
学
校
統
廃
合
、
家
庭

的
保
育
事
業
と
特
定
教
育

・
保
育
施
設
及
び
特
定
地

域
型
保
育
事
業
の
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
、
消
費
税
増
税
に
伴
う

ス
キ
ー
場
リ
フ
ト
券
の
引

き
上
げ
の
９
件
に
つ
い

て
、
市
民
負
担
増
や
行
政

の
公
的
責
任
の
後
退
に
つ

な
が
る
と
し
て
反
対
し
ま

し
た
。

「
米
価
下
落
対
策
」
な

ど
意
見
書
３
件
可
決

議
員
発
議
さ
れ
た
「
魅

力
あ
る
地
方
都
市
の
構
築

へ
向
け
た
施
策
の
推
進
」

「
奨
学
金
制
度
の
充
実
」

「
米
価
下
落
対
策
」
を
求

め
る
意
見
書
は
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

共
産
党
市
議
団
、
市
民

要
求
取
り
上
げ
奮
闘

日
本
共
産
党
市
議
団

は
、
加
藤
鉱
一
議
員
が
総

括
質
問
に
立
っ
た
の
を
初

め
、
商
店
リ
フ
ォ
ー
ム
導

入
な
ど
の
小
規
模
企
業
振

興
対
策
、
地
域
包
括
ケ
ア

体
制
の
充
実
と
幹
部
職
員

の
市
関
連
施
設
へ
の
再
就

職
問
題
、
文
化
会
館
改
築

に
伴
う
他
施
設
利
用
の
支

援
、
除
雪
対
策
、
福
祉
灯

油
の
制
度
化
な
ど
の
問
題

を
一
般
質
問
で
取
り
上
げ

る
と
共
に
各
常
任
委
員
会

の
審
議
で
市
民
の
要
求
を

取
り
上
げ
奮
闘
し
ま
し

た
。
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井

清
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今
野
美

奈
子
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辺
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井
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男

加
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岡
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小堅小と由良小を廃止、三瀬小に統合して豊浦小学校を新設 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○● ● ● ●

子ども子育て新制度に基づく家庭的保育、特定地域型保育事業等条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○● ● ● ●
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問

こ
れ
か
ら
ま
た
厳
し

い
冬
を
迎
え
る
が
、
灯
油

価
格
は
１
㍑
当
た
り
１
０

０
円
を
超
え
高
止
ま
り
し

て
い
る
。

年
前
は

円
台
だ
っ

10

40

た
の
で
、
高
齢
者
や
生
活

困
窮
者
が
「
灯
油
代
が
高

く
て
や
っ
て
い
け
な
い
」

と
訴
え
て
い
る
。

今
年
は
年
金
の
切
り
下

げ
や
消
費
税
増
税
で
い
っ

そ
う
暮
ら
し
困
難
が
拡
大

し
て
い
る
。

福
祉
灯
油
の
制
度
化

で
、
高
齢
者
世
帯
や
生
活

困
窮
世
帯
に
冬
期
間
、
灯

油
購
入
助
成
を
実
現
で
き

な
い
か
。

価
格
急
騰
対
策
と
し
て

臨
時
的
に
実
施
、

制
度
化
の
考
え
な
い

健
康
福
祉
部
長

昨
年
12

月
の
定
例
会
、
本
年
３
月

の
定
例
会
で
実
施
の
有
無

に
関
し
て
質
問
が
あ
り
、

い
ず
れ
も
実
施
を
し
な
い

考
え
で
あ
る
と
答
え
た
。

理
由
は
第
１
に
、
灯
油

価
格
は
少
し
ず
つ
は
値
上

が
り
は
し
て
い
る
も
の

の
、
福
祉
灯
油
を
実
施
し

た
平
成

、

年
度
の
よ

19

20

う
に
価
格
が
急
騰
す
る
ま

で
に
は
至
ら
ず
、
あ
る
程

度
予
想
さ
れ
る
範
囲
内
の

値
上
が
り
で
あ
る
。

ま
た
福
祉
灯
油
を
実
施

し
た
背
景
に
は
、
急
激
な

経
済
変
動
に
対
応
す
る
こ

と
が
困
難
な
低
所
得
で
、

高
齢
、
障
害
、
一
人
親
世

帯
な
ど
の
生
活
支
援
、
不

安
解
消
に
資
す
る
た
め
と

い
う
経
過
が
あ
る
。

第
２
に
、
本
市
の
財
政

事
情
と
し
て
扶
助
費
が
増

加
し
て
お
り
、
現
行
の
サ

ー
ビ
ス
水
準
を
維
持
し
て

い
く
た
め
に
は
、
実
施
事

業
の
選
択
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

福
祉
灯
油
は
、
灯
油
等

価
格
の
急
騰
へ
の
激
変
緩

和
対
策
と
し
て
単
年
度
ご

と
臨
時
的
に
実
施
し
た
事

業
で
あ
り
、
通
常
事
業
と

し
て
福
祉
灯
油
を
制
度
化

す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
。

市
長
「
国
が
行
う
べ
き
」

問

生
活
困
窮
者
の
暮
ら

し
の
実
態
と
灯
油
価
格
の

高
止
ま
り
の
現
実
か
ら
判

断
す
べ
き
だ
。

市
長

基
本
的
に
は
国
が

行
う
べ
き
で
あ
り
、
機
会

が
あ
れ
ば
国
に
申
し
上
げ

て
い
く
。

建築課入札結果（ ）内は予定価格

9月30日入札分

・鶴岡市文化会館改築工事

竹中工務店・菅原建設・鈴木工務店特定建設工事共同企業体

7,300,000,000円（7,302,040,000円）

工期～29/8/31（落札率100.0％）

農山漁村振興課入札結果（ ）内は予定価格

9月25日入札分

・平成26年度林道川舟線災害復旧工事（少連寺地内）

中止

土木課入札結果（ ）内は予定価格

9月25日入札分

・市道馬町茨新田線道路改良工事（下川地内）

菅原建設(株) 67,500,000円（69,557,000円）

工期～27/3/30（落札率97.0％）

５
日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡
市
議
会
の
一
般
質
問
で
、
日
本
共

産
党
の
加
藤
鉱
一
議
員
は
、
①
福
祉
灯
油
の
制
度
化
、
②

旧
東
田
川
郡
役
所
及
び
郡
会
議
事
堂
に
つ
い
て
を
取
り

上
げ
ま
し
た
。

福
祉
灯
油
の
制
度
化
で
、
高
齢
者
・
生
活

困
窮
世
帯
に
冬
期
間
灯
油
購
入
助
成
を

旧
東
田
川
郡
役
所
を
国
指
定
有
形
文
化

財
に
格
上
げ
諮
れ
な
い
か

問

文
化
庁
が
今
年
３
月

に
発
行
し
た
「
近
代
遺
跡

調
査
報
告
書
」
で
、
全
国

の
郡
政
か
ら
３
つ
選
ば

れ
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
が

旧
東
田
川
郡
役
所
及
び
郡

会
議
事
堂
で
、
特
に
巻
頭

写
真
と
し
て
掲
載
さ
れ
評

価
が
高
ま
っ
て
い
る
。

旧
東
田
川
郡
役
所
と
郡

会
議
事
堂
を
県
指
定
の
有

形
文
化
財
か
ら
国
指
定
に

格
上
げ
を
諮
れ
な
い
か
。

国
の
調
査
に
協
力
、
情

報
等
の
提
供
に
努
め
る

教
育
部
長

現
在
の
郡
役

所
の
建
物
は
、
明
治

年
19

の
火
災
に
よ
り
消
失
し
た

後
に
、
明
治

年
に
新
築

20

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

郡
制
が
廃
止
さ
れ
た
大

正

年
ま
で
郡
役
所
と
し

15

県指定有形文化財となっている旧東田川
郡役所（上）と旧東田川郡会議事堂（下）

て
の
役
割
を
果

た
し
、そ
の
後
、

郡
の
農
会
の
事

務
室
と
し
て
使

用
さ
れ
、
昭
和

年
か
ら
現
在

18の
藤
島
庁
舎
が

新
築
さ
れ
る
昭

和

年
ま
で
藤

59
島
町
役
場
と
し

て
使
用
さ
れ
て

き
た
。

東
田
川
郡
会
議
事
堂

は
、
大
正
４
年
に
発
刊
さ

れ
た
「
庄
内
案
内
記
」
に

明
治

年
に
改
築
さ
れ
た

36

と
記
載
が
あ
る
。

昭
和

年
に
現
在
の
藤

59

島
庁
舎
が
新
築
さ
れ
る
ま

で
藤
島
町
の
議
会
事
務

局
、
教
育
委
員
会
事
務
局

等
で
使
用
さ
れ
て
き
た
。

２
つ
の
建
物
は
、
昭
和

年
に
藤
島
町
の
有
形
文

60化
財
に
、
昭
和

年
に
県

63

の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ

れ
、
平
成
元
年
か
ら
７
年

度
ま
で
県
の
補
助
を
受
け

な
が
ら
解
体
保
存
修
理
が

行
わ
れ
た
。

平
成
８
年
に
、
隣
接
す

る
東
田
川
電
気
事
業
組
合

倉
庫
を
含
め
て
東
田
川
文

化
記
念
館
と
し
て
開
館

し
、
多
く
の
方
々
に
利
用

さ
れ
て
い
る
。

「
近
代
遺
跡
調
査
報
告

書
」
に
は
、
「
建
築
当
時

の
場
所
に
移
築
さ
れ
ず
に

現
存
し
て
い
る
の
は
県
内

で
唯
一
の
も
の
で
あ
り
、

建
造
物
と
し
て
の
文
化
的

価
値
の
み
な
ら
ず
歴
史
を

語
る
史
跡
と
し
て
大
変
意

義
が
あ
る
」
と
記
載
さ
れ

て
い
る
。

国
の
文
化
財
指
定
に
つ

い
て
は
、
文
化
審
議
会
の

答
申
に
お
い
て
指
定
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
、
市
と
し

て
は
郡
制
時
代
の
東
田
川

郡
の
歴
史
を
含
め
、
建
造

物
の
歴
史
と
そ
の
価
値
に

つ
い
て
掘
り
起
こ
し
に
努

め
、
国
の
調
査
に
積
極
的

に
協
力
、
情
報
等
の
提
供

に
努
め
て
い
き
た
い
。


